（別記様式第１号）
	計画作成年度
	令和 ４ 年度

	計画主体
	鹿 　部 　町


鹿 部 町 鳥 獣 被 害 防 止 計 画

　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　＜連絡先＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当部署名　鹿部町水産経済課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　所在地　茅部郡鹿部町字鹿部２５２番地１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号　01372-7-2111
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ番号　01372-7-3086
　　　　　　　　　　　　　　　
１．対象鳥獣の種類、被害防止計画の期間及び対象地域
	対象鳥獣
	ヒグマ・エゾシカ・キツネ・カラス

	計画期間
	令和 ４ 年度  ～  令和 ６ 年度

	対象地域
	鹿部町内全域


２．鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止に関する基本的な方針
（１）被害の現状（令和３年度）
	鳥獣の種類
	被害の現状

	
	品　  目
	被害数値

	ヒグマ
	デントコーン等
	被 害 額
	1,155 千円

	
	
	被害面積
	11,000 ㎡　

	エゾシカ
	デントコーン等
	被 害 額
	188 千円

	
	
	被害面積
	1,500 ㎡　

	キツネ
	年間を通して本別地区及び宮浜地区の人家周辺に出没しているため、苦情が多く寄せられている。

	カラス
	抱卵しているカラスによる住民に対する威嚇や攻撃が発生しており、町内の畑においても掘り返し等の被害がでている。

また、飼養子牛へのいたずらによる、負傷も発生している。


（２）被害の傾向
	ヒグマ
	　本別・駒見地区においてデントコーン等の食害等が増加しており、付近の牧場での家畜被害及び人的被害も懸念される。

	エゾシカ
	　本別・駒見地区においてデントコーン等の食害等が増加傾向にある。また、市街地での出没も確認されており、道路への飛び出しによる交通事故の発生等が懸念される。

	キツネ
	　住宅地内での個体の目撃数が増加した事に伴い、個体数の増加が予測され、被害の増加が懸念される。

	カラス
	　住宅地内での個体の目撃数が増加した事に伴い、個体数の増加が予測され、被害の増加が懸念される。


（３）被害の軽減目標
	指　　標
	現  状  値

（令和３年度）
	目  標  値

（令和６年度）
	軽  減  率

	ヒグマ
	被害金額
	1,155 千円
	被害金額
	809 千円
	現状値の30％減

	
	被害面積
	11,000 ㎡
	被害面積
	7,700 ㎡
	

	エゾシカ
	被害金額
	188 千円
	被害金額
	132 千円
	

	
	被害面積
	1,500 ㎡
	被害面積
	1,050 ㎡
	

	キツネ
	具体的な被害金額が算出できないため、対応に係る件数の減少に努める事とする。
	

	カラス
	
	


（４）従来講じてきた被害防止対策
	
	従来講じてきた被害防止対策
	課　　題

	捕獲等に関する取組

	【ヒグマ】

　毎年北海道猟友会森支部鹿部支会と出動体制等について調整を行い、継続的に出没する個体や人身被害のある場合に、ハンターの協力を得て捕獲してきた。
【エゾシカ】

　現在、ハンターの協力を得ながら、定期的に巡回している状況である。

【キツネ・カラス】

ハンターの協力を得ながら、銃器による捕獲や「はこわな」等のわなによる捕獲を実施している。
	【ヒグマ】

　地元北海道猟友会森支部鹿部支会のより一層の協力が不可欠であるが、ハンターの高齢化に対応するための担い手の育成が必要である。
【エゾシカ】

　個体数を増やさないよう、被害や出没の状況を確認しながら計画的な捕獲を行っていくことが必要である。
【キツネ・カラス】

わな慣れした個体が増えており、わなの捕獲が困難な場合がある。また、時間や場所により銃器等の使用規制がある。

	防護柵の設置等に関する取組

	【ヒグマ】

　現在、まだ被害が少ない状況であるため、防護柵等の積極的な設置を行っている事例は無い状況である。
【エゾシカ】

　現在、まだ被害が少ない状況であるため、防護柵等の積極的な設置を行っている事例は無い状況である。
【キツネ・カラス】

被害の状況により、防護ネット等の設置指導を実施。
	【ヒグマ】

　被害の状況や出没状況を見ながら、効果的な防護柵等の設置を行っていくことが必要である。
【エゾシカ】

　被害の状況や出没状況を見ながら、効果的な防護柵等の設置を行っていくことが必要である。



（５）今後の取組方針
	　地元ハンターの高齢化に伴い、鳥獣を捕獲する担い手の育成を図る。
　ヒグマ・エゾシカについては、電気牧柵の設置及びその普及や、生ゴミ・廃棄野菜等の誘引物の除去管理等の徹底を図るなど、被害の未然防止対策を講じるとともに、銃器やワナを用いて捕獲することとする。
　キツネ及びカラスについては、人的被害など問題を及ぼす恐れのある個体や巣は、鳥獣被害対策実施隊が駆除を実施する。


３．対象鳥獣の捕獲等に関する事項
（１）対象鳥獣の捕獲体制
	　鳥獣被害対策実施隊並びに関係機関との連携を図り、効果的な捕獲に取り組む。


（２）その他捕獲に関する取組
	年  度
	対象鳥獣
	取組内容

	令和４年度
	ヒ グ マ
エゾシカ
ｷﾂﾈ・ｶﾗｽ
	防護柵の設置・ハンターの育成
くくりワナの整備
銃器及びはこわな等により、効果的な捕獲を図る。

	令和５年度
	ヒ グ マ

エゾシカ
ｷﾂﾈ･ｶﾗｽ
	防護柵の設置・ハンターの育成

くくりワナの整備
銃器及びはこわな等により、効果的な捕獲を図る。

	令和６年度
	ヒ グ マ

エゾシカ
ｷﾂﾈ･ｶﾗｽ
	防護柵の設置・ハンターの育成

くくりワナの整備
銃器及びはこわな等により、効果的な捕獲を図る。


（３）対象鳥獣の捕獲計画
	　捕獲計画数等の設定の考え方

	　ヒグマについては、捕獲目標を特に定めず、繰り返しの出没や人的被害の恐れの高い個体は的確迅速に捕獲する。なお、「北海道ヒグマ管理計画」に沿った形で、捕獲を行っていく。
　エゾシカについては、現在、町内での正確な生息数や生息状況を把握していない状況である。現状では目標頭数を特に定めず、「北海道エゾシカ管理計画」に基づき、被害の拡大と個体数の増加を抑えるよう捕獲を行う。
　キツネ及びカラスについては、相談件数が増加傾向にあるため、有害鳥獣捕獲実績等を勘案し、実情にあった捕獲数を設定する。


	対象鳥獣
	捕   獲   計   画   数   等

	
	令和４年度
	令和５年度
	令和６年度

	ヒグマ
	5　頭
	5　頭
	5　頭

	エゾシカ
	40　頭
	40　頭
	40　頭

	キツネ
	　　  10　頭
	10　頭
	10　頭

	カラス
	     50　羽
	50　羽
	50　羽


	　捕獲等の取組内容

	　ヒグマについては、町内全域において、春期から秋期にかけて出没時に銃器、箱ワナ等を用いて捕獲する。

　エゾシカについては、町内全域において、年間を通じて銃器、くくりワナ等を用いて捕獲する。
　キツネ及びカラスについては、町内全域において、被害及び被害が発生するおそれがある場合、銃器及びはこわな等を用いて捕獲する。


	　ライフル銃による捕獲等を実施する必要性及びその取組内容

	　なし


（４）許可権限委譲事項
	対 象 地 域
	対 象 鳥 獣

	なし
	なし


４．防護柵の設置その他の対象鳥獣の捕獲以外の被害防止施策に関する事項
（１）侵入防止柵の整備計画
	対象鳥獣
	整    備    内    容

	
	令和 ４ 年度
	令和 ５ 年度
	令和 ６ 年度

	ヒグマ
エゾシカ
キツネ
	防止柵の整備検討
	防止柵の整備検討
	防止柵の整備検討


（２）その他被害防止に関する取組
	年  度
	対象鳥獣
	取    組    内    容

	令和４年度
	ヒグマ、エゾシカ、キツネ、カラス
	・生ゴミや農作物等の適正管理の周知徹底を図る。
・被害予防策の調査とその普及及び情報提供を推進す
　る。

	令和５年度
	ヒグマ、エゾシカ、キツネ、カラス
	・生ゴミや農作物等の適正管理の周知徹底を図る。

・被害予防策の調査とその普及及び情報提供を推進す

　る。

	令和６年度
	ヒグマ、エゾシカ、キツネ、カラス
	・生ゴミや農作物等の適正管理の周知徹底を図る。

・被害予防策の調査とその普及及び情報提供を推進す

　る。


５．対象鳥獣による住民の生命、身体又は財産に係る被害が生じ、又は生じるおそれがある場合の対処に関する事項
（１）関係機関等の役割

	関 係 機 関 等 の 名 称
	役　　割

	鹿部町鳥獣被害対策実施隊
	有害鳥獣駆除・有害獣出没時の緊急パトロール・巡回パトロール

	北海道警察函館方面森警察署(鹿部駐在所)
	有害獣出没時の緊急パトロール

	北海道渡島総合振興局保健環境部

環境生活課
	実施に関する情報提供及び技術的助言援助・被害状況把握

	鹿部町町内会連合会
	回覧板等による住民への注意喚起

	鹿部町教育委員会
	小中学校及び幼稚園への注意喚起

	鹿部町
	各関係機関との連絡調整・防災行政無線での住民周知・有害鳥獣の捕獲依頼及び被害防止対策


（２）緊急時の連絡体制
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６．被害防止施策の実施体制に関する事項
（１）協議会に関する事項
	被害防止対策協議会の名称
	鹿部町鳥獣被害防止対策協議会

	構成機関の名称
	役　　割

	鹿部町役場
	協議会の連絡調整及び農林業や地域住民に対する啓発活動

	はこだて広域森林組合
	林業被害調査、被害予防推進

	鹿部町町内会連合会
	地域ぐるみによる被害防止対策推進

	北海道猟友会森支部鹿部支会
	鳥獣生態等に対する助言　捕獲対応

	鳥獣保護監視員
	鳥獣全般に関する助言及び情報提供


（２）関係機関に関する事項
	関係機関の名称
	役　　割

	渡島総合振興局
（農務課、林務課、環境生活課）
	実施に関する情報提供及び技術的助言援助　農業・林業被害把握

	渡島農業普及センター
	農業被害把握　情報提供　農家に対する指導助言

	渡島東部森林室
	林業被害実態把握　情報提供　林家に対する指導助言

	道南農業共済組合
	鳥獣被害情報の提供


（３）鳥獣被害対策実施隊に関する事項
	鹿部町被害防止対策協議会のメンバーにより構成する。
鹿部町水産経済課職員
北海道猟友会森支部鹿部支会所属ハンター


（４）その他被害防止施策の実施体制に関する事項
	特になし


７．捕獲等をした対象鳥獣の処理に関する事項
	ヒグマ
	試料提供後、有効活用される部分以外は焼却処理する。

	エゾシカ
	有効活用される部分以外は焼却処理する。

	キツネ
	一般廃棄物として、埋設処理。

	カラス
	一般廃棄物として、埋設処理。


８．捕獲等をした対象鳥獣の食品としての利用等その有効な利用に関する事項

	ヒ グ マ
	皮や肉については捕獲者が有効活用を行う。

	エゾシカ
	皮や肉については捕獲者が有効活用を行う。


９．その他被害防止施策の実施に関し必要な事項
	捕獲をした対象鳥獣の試料提供や有効活用に係る解体技術等の継承に努める。
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